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Abstract
The purpose of this study was to examine the effects of doing continuously sports activities at 
childhood and adolescence on body physique and physical fitness levels in third grade students of 
high school. One thousand, two hundred and thirty-eight of third-year high school students were 
inquired their body height and weight, physical fitness levels using unsigned form questionnaire. 
They were classified five groups by the extents of having regularly done sports activities at prima-
ry school, junior school, and high school days. The results obtained were as follows:
Body mass index and physical fitness levels in boys showed better conditions on the group having 
continuously participated in sports activities at childhood and adolescence than the other groups. 
These changes were suggested to be based on the increase of muscle mass by having done physical 
activities. Body mass index in girls, however, did not show clear differences among the groups like 
results of boys, though physical fitness was related to the sports activities levels of the groups.
要　　旨
本研究では，児童・生徒期におけるスポーツ活動への参加が高校 3 年生時の体格および体力に及ぼ
す影響を調査し，スポーツ活動の継続が体格・体力に及ぼす影響を明らかにすることを目的とした．
高校 3 年生 1238 名を対象として無記名式アンケート調査を実施した．調査項目は，スポーツ活動へ
の参加の有無，身長・体重および体力テスト項目とした．対象者を小学校期，中学校期，および高
校期におけるスポーツ活動への参加に基づいて分類した．その結果，男子においては，生徒期を通
じてスポーツ活動に参加した群が他の群と比較して，適切な体格や体力を獲得できた．これは骨格
筋量が増加する時期にスポーツ活動に参加したことによるものと考えられる，一方女子においては，
生徒期にスポーツ活動に参加することが適切な体力の獲得に影響を及ぼすことが示唆されたが，体
格に対する影響は男子のように明確には見られなかった．
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Ⅰ　緒　　　言
平成 29 年度（2017 年度）スポーツ庁体力・運動
能力調査結果によると，我が国の青少年の体力水準
は，体力が高い水準にあった昭和 60 年頃（1985 ～
1990 年）と比較すると，中学生・高校生男子の 50m
走を除き，依然低い水準にある．新体力テスト施行
以降 20 年間の年次推移をみると，最近 10 年では，
男女のボール投げおよび高校生男子の握力において
は低下傾向にあるが，上体起こし，長座体前屈，反
復横とび，20m シャトルランおよび新体力テスト合
計点では，男女および年代によってやや違いが見ら
れるものの，ほとんどの項目で横ばいまたは向上の
傾向を示している．このように，現在の青少年の体
力は昭和 60 年頃に比べると依然と低い水準にある
ものの，ここ10年は横ばい傾向を示すことに特徴づ
けられる 7）．
このような体力低下の要因として，交通手段や各
種の文明機器の急激な進歩に伴うライフスタイルの
変化や，それに伴う青少年の運動やスポーツを含む
日常的な身体活動量の減少が要因であると，多く報
告されている 8）．また，過去・現在における継続的
な運動習慣の有無との関連で，体力低下が生じてい
るとの報告もある 12）．青少年の体力低下は，将来国
民全体の体力低下につながる可能性があり，このこ
とは生活習慣病の増加やストレスに対する抵抗力の
低下など，心身の健康に不安を抱える人々が増え，
社会全体の活力が失われる事態も危惧される．
体力面のみならず，身体活動量の減少は青少年の
肥満の増加の一因とも考えられる．BMI から見て
肥満傾向（25.0 以上）にある 15 ～ 19 歳の出現頻度
は，過去30年間で緩やかな増加傾向を示している5）．
一方，肥満に加え近年，10 代後半から 20 代にかけ
ての若年女性の痩せが著しく増加している．厚生労
働省の報告によると，20 ～ 29 歳の女性で痩せの判
定基準であるBMI18.5未満の者の割合は，平成18年
で 21.7％に達しており，30 年前の同年代女性と比べ
て約 1.5 倍の増加である．これは若年女性における
痩せ志向の拡大が要因と考えられ，それによる不健
康な生活習慣・心身への弊害に対する懸念も高まっ
ている．
青少年のスポーツ活動実施者の多くは運動部活動
に所属しており，日常のスポーツ活動時間の大きな
ウエートを占める．先行研究においても，青少年期
においてスポーツ活動へ参加している者は，不参加
の者と比較して身体活動強度・量が高いとされてい
る 4）．したがって，スポーツ活動に参加することで
日常的な身体活動量が増え，適切な体格や体力を獲
得することが期待される．
スポーツ活動に関する先行研究においては，現在
におけるスポーツ活動への参加の有無と体格およ
び体力との関連性を調査したものは少なからずあ
る 13）．しかしながら，過去のライフステージにおけ
るスポーツ活動への参加と体格および体力との関連
性は必ずしも明らかになってはいない．スポーツ活
動への参加と継続を過去に遡って調査することで，
ライフステージとスポーツ活動が体格・体力に及ぼ
す影響とその重要性が明らかになると考える．近
年，運動部活動等のスポーツ活動への参加率は緩や
かに上昇しているが，これは少子化による児童・生徒
数の減少が原因であり，実質運動部活動等のスポー
ツ活動に参加している学生数は増えていない．文部
科学省は，児童・生徒期に運動部活動等のスポーツ
活動に参加することで，将来につながる健全な身体
を獲得できるとしているが，青少年にとって最も身
近な身体活動である運動部活動等のスポーツ活動へ
の参加機会は必ずしも良くなっているとは言えない
のが状況である．
以上のような児童・生徒期における体格・体力の
現状と課題を踏まえ，本研究ではスポーツ活動への
参加・継続が体格・体力にどのような影響を及ぼし
ているかを明らかにすることを目的とし，身体の発
育がほぼ完成する高校 3 年生を対象に，運動部活動
などのスポーツ活動への参加経験と体格・体力との
関連について検討した．
Ⅱ　方　　　法
１．調査対象者
調査対象者は，兵庫県教育委員会および調査対象
の学校長の許可と協力のもと，全日制普通科の公立
高校 10 校の生徒 3 年生 1728 名を対象とした．その
うち有効回答を得た 1238 名（男子 704 名，女子 534
名）を分析対象とした．なお，対象者には文書によ
り本調査の目的を説明し了解を得たうえで，下記の
調査内容について無記名式アンケート調査方法によ
り実施した．
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２．調査内容
１）今までのスポーツ活動
小学校期，中学校期，高校期における運動部活動・
スポーツ少年団・クラブチーム・スポーツスクール
等のスポーツ活動への参加の有無を調査した．そし
て各校種のスポーツ活動への参加経験に基づき，小
学校期，中学校期および高校期を通してスポーツ活
動に参加経験がある者をEJH群，中学校期および高
校期にスポーツ活動参加経験のある者を JH 群，小
学校期にのみスポーツ活動参加した経験のある者を
E 群，小学校期および中学校期にスポーツ活動へ参
加経験のある者を EJ 群，そして小・中・高校期い
ずれの時期にもスポーツ活動へ参加した経験がない
者を N 群とし，スポーツ活動経験と継続性から 5 つ
のスポーツ活動群に分類した．
２）体格・体力項目
体格項目としては，身長，体重から BMI を算出し
た．得られた BMI からスポーツ活動群別に正規分
布曲線を求め，分布特性を示す歪度と尖度を求めた．
またBMI値から，日本肥満学会による肥満の判定基
準 9）により，痩せ・普通体重・肥満程度（BMI18.5
未満を痩せ，18.5 以上 25.0 未満を普通体重，25.0 以
上を肥満）の 3 つの痩せ・肥満度に分類した．
体力項目としては，高校3年次の文部科学省の「体
力・運動能力調査」結果を記入させた．また，文部
科学省の評価方法に従い，体力テスト合計点（8 種
目 80 点満点）および体力テスト総合評価（5 段階）
を算出した．
３．統計解析
スポーツ活動経験群別のBMI，体力測定結果の比
較は，t 検定および対応のない一元配置分散分析を
行った．5 群の BMI 分布の比較は，平均値および標
準偏差，歪度，尖度を比較検討した．痩せ・肥満度
別，体力テスト総合評価別の比較は，χ2検定を行い，
有意な違いが見られた項目に関しては多重比較検定
を行った．なお，全ての統計解析において，統計ソ
フトは SPSS 統計パッケージ（ver.11.5）を用い，有
意水準は p<0.05 とした．
Ⅲ　結　　　果
１．スポーツ活動経験と体格（BMI）
図1・2は男女それぞれについてスポーツ活動経験
群別に，横軸に BMI の階級（階級幅は 1.0），縦軸
に相対度数をとったヒストグラムからの正規分布曲
線を示す．また，表 1 に，各スポーツ活動経験群別
に BMI の平均値と標準偏差，歪度，尖度を示す．
歪度とは分布の非対称性を測る尺度で，値が 0 で
あると左右対称の分布を示し，正の値であると右方
向に裾をひきピークが平均値より小さい値で現れる
分布を，負の値を示すと左方向に裾をひきピークが
平均値より大きい値で現れる分布であることを示
す．また，尖度とは分布が平均値付近に集中してい
る度合いを表す尺度で，0 であると正規分布と同様
の分布を示し，正の値を示すと分布が平均値付近に
集中していることを，一方負の値を示すと分布が平
均値から散らばっていることを示す．
本研究の男子においては，歪度は 5 群とも正の値
を示し，分布のピークが各群の平均値よりも小さい
値で出現した．中でも N 群は他の 4 群と比較して高
い歪度値を示し，BMI は低い傾向が認められた．尖
度においても，5 群とも正の値を示し，正規分布に
おいて平均値への集まりが強い傾向がみられた．中
でも N 群，EJH 群，JH 群においては他の 2 群と比
較して高値を示し，平均値への集まりが強い傾向に
あった．一方女子においては，歪度は JH 群以外の 4
図 1．各群の BMI 分布の比較（男子）
表１．対象者の BMI および歪度・尖度
男子（N＝704） 人数 BMI（kg/m2） 歪度 尖度
EJH 群 494 21.24±2.41 1.1 4.23
JH 群  54 21.00±2.47 1.48 2.8
E 群  22 21.83±3.77 0.98 0.23
EJ 群 103 21.34±3.04 1.22 1.94
N 群  31 20.64±3.81 2.33 8.67
女子（N＝534） 人数 BMI（kg/m2） 歪度 尖度
EJH 群 227 20.41±2.15 0.29 1.41
JH 群  30 19.87±2.08 -0.05 -1.08
E 群  97 20.28±2.63 1.2 2.94
EJ 群 124 20.27±2.48 1.18 4.12
N 群  56 21.03±3.20 1.67 3.84
平均値±標準偏差
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群で正の値を示し，平均値よりも小さい値で分布の
ピークが出現した．女子の尖度においては JH 群の
み負の値を示した．また，EJH 群は他の 4 群と比較
すると低値を示した．なお，男女とも，BMI の平均
値には 5 群間で有意な差は認められなかった．
２．痩せ・肥満度の割合
図 3 は，各スポーツ活動経験群の BMI からみた
痩せ・肥満度の分布割合を示す．χ2 検定の結果，男
子ではスポーツ活動経験群間で痩せ肥満度割合に有
意な違いが認められた．多重比較検定を実施した結
果，EJH 群の普通 BMI の割合が E 群，EJ 群，N 群
と比較して有意に高かった．女子では，スポーツ活
動経験群間に有意な違いは認められなかった．
３．体力測定項目
図 4 は，スポーツ活動経験群別の体力テスト合計
点の比較を示す．男子においては，EJH 群が E 群，
EJ 群，N 群と比較して有意に高く，同様に JH 群も
E 群，EJ 群，N 群と比較して有意に高かった．女子
においては，EJH 群が E 群，EJ 群，N 群と比較し
て有意に高く，同様に JH 群は E 群，EJ 群，N 群と
比較して，E 群は EJ 群と比較して，EJ 群は N 群と
比較して有意に高かった．
図 5 は，スポーツ活動経験群毎に体力テスト総合
評価別割合を示す．男女共に 5 群間で体力テスト総
合評価の割合に違いが見られた．多重比較検定の結
果，男子においては EJH 群と他の 4 群全てとの間
に，JH 群は EJ 群，N 群との間に，また EJ 群と N
群の間に有意の違いが認められた．女子において
は，EJH 群と他の 4 群全てとの間に，JH 群と E 群，
EJ 群，N 群の間に，E 群と EJ 群の間に，それぞれ
有意差が認められ，男女とも EJH 群および JH 群の
A 評価の割合が他の 3 群と比較して多い結果であっ
た．
図 3．各群の BMI からみた痩せ・肥満度の割合比較
図 4．各群の体力テスト合計得点の比較
図 5．各群の体力テスト総合評価の割合比較
（A ～ D：文部科学省新体力テストの 5 段階総合評価基準
を示し，AからDの順に総合評価が高いことを意味する．）
図 2．各群の BMI 分布の比較（女子）
健康医療学部紀要　第 4巻2019 年 3 月 20 日 5
Ⅳ　考　　　察
１．体格
児童・生徒期におけるスポーツ活動への参加経験
と BMI の関連を調査した先行研究では，男女共に
この 2 要因に関連が認められないとする研究が多
い 13, 15）．その原因として，それらの研究はスポーツ
活動への参加経験と BMI の平均値との関連から研
究していたことによるものと考えられる．本研究に
おいても，BMIからみた場合，痩せ・肥満度とスポー
ツ活動経験の間には有意な違いは認められなかっ
た．しかしながら，本研究ではスポーツ活動への参
加経験の違いによる BMI 分布の特徴を歪度と尖度
から検討したところ，スポーツ活動経験群のBMI分
布の歪度と尖度に，特徴的な傾向がみられた．すな
わち，男子では，N 群の歪度・尖度が他の 4 群と比
較して高値であり，痩せ・肥満割合においても，N
群の低体重の割合は他の 4 群と比較して高い結果を
示した．すなわち，スポーツ活動経験群ごとの BMI
に差はないが，N 群はやや低体重の方に偏っている
ことが認められた．BMI で低体重と判定された者
は，日常の身体活動レベルが低いとされていること
に加え，体育の授業やスポーツ活動への参加を嫌う
傾向にあるとする報告もあり 1），児童・生徒期にス
ポーツ活動に参加しないことは，低体重者を増加さ
せることが推察された．
また，EJH 群および JH 群の尖度が E 群，EJ 群と
比較して高値であり，EJH 群および JH 群の BMI 分
布が平均値付近に集中していた．痩せ・肥満割合に
おいてもこの 2 群は他の 3 群と比較して普通体重の
割合が高い．さらに，EJH 群は E 群，EJ 群，および
N 群と比較して，普通体重の割合が有意に高かった
が，EJH 群と JH 群との間には有意差は認められず，
BMI 分布においても大きな違いは見られなかった．
Whitney らは 18），生徒期においては日常の身体活動
の中でも，とりわけ放課後におけるスポーツ系の課
外活動が，BMI 増加に強く影響を及ぼすとしてい
る．つまり，生徒期を通じたスポーツ活動への参加
は，適正な体格の形成に極めて重要な 1 つの要因で
あることが考えられる．生徒期は第二次性徴の時期
にあたり，男子では特に高校期に除脂肪体重が増加
する 14）．すなわち，骨格筋量が増加する時期に，運
動部活動などのスポーツ活動に参加したことによっ
て，適正な体格が得られたものと推察される．
女子においても同様に，N 群の歪度・尖度が他の
群と比較して高値であったが，痩せ・肥満別割合に
おいては有意差は認められなかった．しかし，N 群
は他の 4 群と比較して肥満の割合が高い傾向にあっ
た．生徒期において，日常の身体活動のレベルが低
く，運動量が少ない者は，肥満傾向にあることも報
告されている 17）．したがって，N群においてBMI分
布のピークが平均値よりも低値に偏ったにも関わら
ず，肥満の割合が高かったことは，生徒期において
スポーツ活動に参加しなかったことが要因の 1 つと
考えられる．しかしながら，女子においてはスポー
ツ活動経験別の BMI 分布に目立った特徴は見られ
ず，また痩せ・肥満別割合においても 5 群間で有意
差は認められなかったことから，本研究からは，女
子は男子ほどスポーツ活動の影響が BMI には明確
に表れないものと推察される．生徒期における体型
や身体組成は，発育・発達の影響を強く受ける児童
期とは異なり，運動習慣の影響がより強く反映され
る 10）．しかし，生徒期の女子に関しては，男子に顕
著である骨格筋量の増加などの発育スパートが見ら
れない．さらに，若年女性は痩せていても現在の体
重に満足しない者が多く 11），男性と比較して自分の
体格・体形に関する意識が強い．つまり生徒期の女
子の体格への影響は，外的要因（スポーツ活動への
参加）よりも，内的要因（自分の中での美意識）が
強いと推察される．これらのことが，スポーツ活動
が体格に及ぼす影響を小さくし，男子と比較して両
者の関連が明確にみられないのではと推察される．
２．体力
日常の身体活動量や運動習慣と体力との関連性を
検討した研究は多く見られるが，過去のスポーツ活
動への参加経験に着目して体力との関連性を検討し
た研究は極めて少ない．田中らは 16），高校生を対象
に運動部所属の有無と体力との関連を調査し，運動
部に所属している生徒のほうが体力レベルが優れて
いると報告している．しかし，この調査は，調査時
点で運動部に所属しているかどうかであり，過去に
遡って運動部に所属した経験を調査したわけではな
い．また，文部科学省が実施する体力・運動能力調
査の中に，「学校時代の運動部（クラブ）活動の経験
別体格測定・テストの結果」という分析項目がある
が，これは20歳以上を対象に行っている．高校卒業
後では，対象者が置かれている環境は様々であり，
それらの環境要因が体力に及ぼす影響は避けられな
い．そこで本研究では，過去のスポーツ活動への参
加経験に着目し，体力テスト合計点・総合評価，体
力テスト合計点と継続的なスポーツ活動実施との関
連性を検討した．
スポーツ活動実施と体力の関係については，男子
は体力テスト合計点では EJH 群および JH 群の 2 群
が他の 3 群より優位に優れており，体力テスト総合
評価でみても，EJH 群が他の 4 群と比較して A 評
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価が多く E 評価が少ない結果であった．JH 群の A
評価も EJH 群に次いで多く，スポーツ活動の継続
が体力水準に大きく影響するという結果であった．
Malina ら 6）は，生徒期は運動部活動への加入によ
り，それまでの外遊び等が減少し体系化されたス
ポーツ活動時間および頻度が増大すること，特に男
子で顕著である筋力，筋持久力および瞬発力の思春
期スパートが出現することから，体力の目覚ましい
発達がみられるとしている．また引原らも 2）生物学
的な身体機能の発育の特徴を踏まえると，スポーツ
活動などによる強い運動刺激が体力の優劣により大
きな開きをもたらす可能性は十分にあるとしている
ように，これらの先行研究は，本研究の結果を支持
するものである．このような男子の結果は女子にお
いても同様にみられ，EJH 群・JH 群は他の 3 群よ
りも有意に優れる一方，EJH 群と JH 群との間およ
び E 群と N 群との間とではいずれも有意差が認め
られなかった．体力テスト総合評価においても男子
と同様に，EJH 群と他の 4 群全ての間で有意差が認
められ，EJH 群が他の群と比較して A 評価が多く，
E 評価が少ない傾向が見られた．このように，引原
ら 2）の報告と同様，男女を問わず生徒期におけるス
ポーツ活動を含む身体活動が，体力向上に重要な要
因であることが認められた．また，痩せまたは肥満
傾向にあるグループは，普通体重のグループより体
力水準が劣るという報告 3）も多い．本研究において
も EJH 群および JH 群は普通体重の割合が他の群と
比較して高かった．これらのことから，女子におい
ても生徒期を通じたスポーツ活動への参加が体格・
体力に好影響を及ぼすことがみられた．
以上，身体の発達がほぼ完成期を迎える高校 3 年
の体格・体力を，小学校期からの運動の継続性とい
う視点からみた場合，中学生期からのスポーツ活動
への参加と継続が，男女を問わず，適切な体格・体
力の維持・向上に極めて重要であることが示唆され
た．
Ⅴ　ま　と　め
本研究は，身体の発育・発達がほぼ完成する高校
3 年生を対象として，小学校期からの運動部などの
スポーツ活動への参加と継続が，BMI からみた体格
特性，痩せ・肥満度，体力水準に及ぼす影響を検討
した．
スポーツ活動参加経験別に検討したところ，男子
においては筋骨格系の発達が著しい生徒期を通して
スポーツ活動に参加することが，適正な体格および
体力の獲得につながることが示唆された．女子にお
いても，生徒期を通してスポーツ活動に参加するこ
とが，適正な体力の獲得につながることが示唆され
たが，体格に関しては男子ほどスポーツ活動との関
係が明確には見られなかった．
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